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Tries to Rewrite War Memoirs as Ex-soldiers
Shinzo Hayase
Among the various motives for writing war memoirs of ex-soldiers the publications by the National 
Institute for Defense Studies in 1966‒72 are extremely important. Some tried to rewrite a personal histo-
ry in the context of an official history of war. Others tried to correct an official history of war from the 
viewpoint of soldiers on the battlefields. Many of soldiers died during looting food, illness and starvation 
without fighting far from being “heroes.” Under such circumstances, there were those who paid attention 
to the human nature exposed on the battlefields rather than the war itself.
In this article, I will take up three ex-soldiers (Akiyoshi Fujioka, Makoto Ikeda, and Yoshinori Sato) 
who experienced the battlefield on the Philippine front, and follow their lives after the war through tries 
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第一編，其ノ一「任地まで」（1‒46頁）は，1944年 6月 17日に入隊した日から日記風に 10月 4
日に任地H島に到着するまでが描かれている。最後に港に到着したときの様子が［水彩画 2］に描
かれている。其ノ二「任地と言ふ処」（47‒64頁）は，5つの見出しに分かれている。





傷病兵，現地住民との戦闘風景などが生々しい極彩色で描かれた［水彩画 3, 4, 5, 6］が挿入してある




日まで 1週間以上空けることがほとんどなく書かれた後，1946年になって 1月 6, 10, 12日，4月 17
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6月 17日「発行」後すぐに，6月 12日の『日刊ゲンダイ』を皮切りに，6月 18日『読売新聞』，6月
23日『日刊工業新聞』，6月 26日『夕刊フジ』，7月 2日『サンケイ新聞』，7月 9日『赤旗』，7月 19
日『アサヒ芸能』，8月 13日『東京新聞』，8月 15日『聖教新聞』などに書評・紹介が掲載された。
読者の反響については，後に出版されるものの「読者からの手紙」［『初陣の記　付・『敗残の記』
余録』］などに譲り，ここでは次節で扱う池田諒との 1986年 8月から 90年 7月までの往復書簡をみ
ていこう。
（4）幕間――池田諒との往復書簡から




















人体実験を語る旧日本軍兵士」AFPBB News 2007年 11月 2日　https://www.afpbb.com/articles/-/ 
2306151?pid=2293351　2020年 9月 1日閲覧］。ハリムについては，89年 3月 4日付池田から藤岡
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2人の関係が決定的に悪化したのは，池田が 1990年 5月 20日付の「『ホロ島玉砕』制作ノート」
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米の日本研究者ら 187人が 2015年 5月 4日に安倍首相に対し「日本の歴史家を支持する声明」を送



























































概要を 1990年 5月 20日付の「『ホロ島玉砕』制作ノート」としてまとめた。その前に，『ホロとモ
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れた A・フランク・リール『山下裁判』（日本語訳，下島連訳，日本教文社，1952年；University of 






















̶     ̶133
戦場体験者の戦記を糺す試み
このような経験を経て，『集録「ルソン」』が編集・発行されることになった。『集録「ルソン」』は
全 70号（1987年 3月 10日～1995年 8月 10日）をとくに発行日を決めず，1～2ヶ月に 1冊のペー
スで A5で 32頁，50 g以内の定形郵便物で会友に送った。終刊第 70号の「通信箋」によると，「総
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第 9号（1988年 4月 15日）では，「戦死公報不信」が取りあげられた。「戦死の状況はおろか戦死
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3ヶ月ぶりの発行となった第 61号（1994年 5月 15日）に「おわびとお礼」が挟んであり，「第 70
号の終刊を目指します」と予告した。1995年 8月 10日に第 70号「ルソン戦場余話・補遺」を出版














え子や知人ら 50人ほどに送っていた「宗方通信」は 2007年 8月で 365号になり，官製はがきに手
書きで約 700字，毎回ひとつのテーマに絞って，「戦場での飢えや，軍国教育の反省，米軍の ｢テロ
との戦い｣ への憂慮など」を論評した。｢比島文庫｣ は 2,500冊を超えた。「文章を書くのと違い，自
分の話の断片が独り歩きして誤解され，武勇伝や悲話，極端な自虐史観につながるのが嫌だったから，
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録 ｢ルソン｣』の第一の目的は，戦場体験の ｢落ち穂拾い｣ であり，公刊戦史の ｢補完｣ であった。
もう一つの目的の「戦記に誤りがあれば正しておくこと」は，公刊戦史を対象とせず，｢落ち穂拾
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